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昭
和
五
十
八
年
の
初
当
選
以
来
、
四
半

世
紀
余
り
に
わ
た
り
、
旧
仁
多
町
長
、
奥

出
雲
町
長
と
し
て
行
政
ト
ッ
プ
を
務
め
た
、

岩
田
一
郎
前
町
長
の
退
任
式
が
四
月
三
十
日
、

役
場
仁
多
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
先
立
ち
、
元
岐
阜
県
副
知
事
、
元

総
務
省
総
括
審
議
官
で
、
現
在
、
全
国
市

町
村
国
際
文
化
研
修
所
の
大
野
慎
一
学
長

か
ら
、
地
方
行
政
の
多
大
な
功
績
に
対
し
て
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
退
任
式
で
は
、
職
員
を
代
表
し
て
和
泉

副
町
長
が
、
永
年
の
功
績
を
一
つ
一
つ
掲

げ
な
が
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
託

し
「
優
れ
た
行
政
手
腕
と
豊
か
な
識
見
で
、

一
貫
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
は
、

全
国
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
本
町
の
発
展
に
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
感
謝
と
送
別
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
岩
田
前
町
長
か
ら
は
、
町
議
四
期
、
町

長
時
代
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
永
年
支
え

て
く
れ
た
職
員
、
町
民
に
対
し
、
感
謝
と

お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
仁
多
庁
舎
前
で
は
、
退
任
を
惜
し
み
多

く
の
町
民
、
職
員
が
集
ま
り
、
あ
た
た
か

い
拍
手
が
送
ら
れ
る
中
、
長
年
慣
れ
親
し

ん
だ
庁
舎
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
岩
田
前
町
長
は
、
就
任
以
来
「
活
力
に

満
ち
た
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
所

得
の
な
い
と
こ
ろ
に
定
住
は
な
い
」
の
理

念
の
も
と
、
卓
越
し
た
行
政
手
腕
と
類
ま

れ
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
町
行
政
に
携

わ
り
、
町
長
と
い
う
重
責
を
担
い
、
町
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
島
根
県
町
村
会
長
や
全
国
森

林
環
境
税
創
設
促
進
連
盟
の
会
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
昨
年
十
月
に
は
、
奥

出
雲
町
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
市

町
村
合
併
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
「
過
疎
対

策
の
横
綱
」
と
講
評
さ
れ
、
注
目
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
三
月
に
は
麻
生
首
相
が
各

界
か
ら
意
見
を
聞
く
「
有
識
者
会
議
」
で
は
、

全
国
市
町
村
長
四
人
の
う
ち
の
一
人
に
選

ば
れ
、
そ
の
行
政
手
腕
は
全
国
で
も
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

【公職職歴】
〇旧仁多町議会議員（4期15
　年8ヵ月）
　　昭和38年5月10日～
　　　　　昭和58年2月5日
〇旧仁多町長（6期22年1ヵ月）
　　昭和58年2月22日～
　　　　平成17年3月30日
〇奥出雲町長（1期4年）
　　平成17年5月1日～
　　　　平成21年4月30日
　＜公職として通算42年＞

【各種団体等役員・委員歴】

＜全国＞
・全国森林環境税創設促進連
　盟会長
・全国市町村職員退職手当組
　合連合会副会長
・全国町村会理事
・財団法人日本育英会評議員
　など
＜島根県＞
・島根県市町村総合事務組合
　管理者
・島根県町村会会長
・島根県国保連合会理事長
・島根県消防協会副会長など
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こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に

伴
い
、
町
長
を
退
任
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
職
責
を
務
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
職

員
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
、

ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
る
と

こ
ろ
で
、
衷
心
よ
り
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

私
が
町
長
に
就
任
し
た
当
時

の
旧
仁
多
町
は
、
県
内
五
十

九
市
町
村
の
内
、
二
町
村
が
、

借
入
金
を
返
す
公
債
費
が
二

十
　
の
起
債
制
限
比
率
を
超
え
、

一
般
起
債
が
許
可
さ
れ
な
い

厳
し
い
町
財
政
で
、
投
資
事

業
や
産
業
振
興
施
策
を
実
施

す
る
余
裕
も
な
い
状
況
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
起
債
の
繰
上
げ

償
還
を
行
い
、
昭
和
六
十
二

年
に
は
十
九
�
、
平
成
五
年

に
は
十
・
六
�
に
ま
で
下
げ

ま
し
た
が
、
町
立
病
院
も
累

積
欠
損
金
が
あ
り
、
ま
た
、

預
金
よ
り
借
入
金
が
多
い
、

債
務
超
過
の
状
況
で
し
た
。

　
健
全
化
団
体
と
し
て
の
厳

し
い
病
院
経
営
で
し
た
が
、

病
院
長
は
じ
め
職
員
の
ご
努

力
と
そ
の
後
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
を
行
い
、
平
成
十
年

に
は
累
積
欠
損
金
を
な
く
し
、

現
在
の
病
院
を
建
設
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
の
道
路
、
特
に
、

国
道
三
一
四
号
線
の
三
井
野

原
か
ら
坂
根
ま
で
は
、
一
車

線
の
急
坂
で
、
三
井
野
原
お

ろ
ち
ル
ー
プ
橋
工
事
の
着
工

や
木
次
間
の
改
良
に
奔
走
し
、

国
道
四
三
二
号
線
は
、
広
島

県
境
か
ら
、
上
阿
井
、
下
阿
井
、

三
成
・
亀
嵩
バ
イ
パ
ス
を
、

ま
た
、
四
車
線
の
奥
出
雲
大

橋
や
、
就
任
後
、
直
ち
に
取

り
組
ん
だ
、
松
江
市
に
通
じ

る
主
要
地
方
道
・
玉
湯
吾
妻

山
線
は
、
三
成
大
橋
の
架
け

替
え
、
八
代
バ
イ
パ
ス
、
懸

案
で
あ
っ
た
樋
の
谷
か
ら
旧

大
東
町
ま
で
立
派
な
道
路
に

改
良
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
就
任
時
、
町
内
の
道
路
網
は
、

未
改
良
の
区
間
が
数
多
く
あ
り
、

大
型
バ
ス
の
通
行
は
も
と
よ
り
、

日
常
生
活
に
も
支
障
を
き
た
し
、

観
光
、
産
業
基
盤
整
備
の
遅

れ
が
目
立
つ
状
況
で
し
た
の
で
、

就
任
後
の
行
政
施
策
は
、
先
ず
、

国
道
・
県
道
・
町
道
の
改
良

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
県
政
百
年
の
大
計

と
い
わ
れ
た
尾
原
ダ
ム
建
設
も
、

関
係
者
、
町
議
会
共
に
、
反

対
同
盟
が
結
成
さ
れ
て
い
る
中
、

建
設
同
意
を
い
た
だ
き
、
移

転
三
団
地
の
造
成
、
関
係
者

の
皆
様
の
移
住
も
終
わ
り
、

来
年
度
に
完
成
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
照
明
付
き
人
工
芝

ホ
ッ
ケ
ー
場
、
全
天
候
型
公

認
陸
上
競
技
場
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
整
備
、
上
下
水
道

の
着
工
を
は
じ
め
、
有
線
テ

レ
ビ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

構
築
、
学
校
幼
稚
園
、
島
根

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、

奥
出
雲
病
院
、
県
下
初
の
老

人
保
健
施
設
の
建
設
、
ま
た
、

養
護
・
特
老
の
建
設
な
ど
、

生
活
・
福
祉
基
盤
の
整
備
も

進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
圃
場
整
備
事

業
や
二
町
に
よ
る
カ
ン
ト
リ

ー
エ
レ
ベ
ー
タ
の
建
設
、
仁

多
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
奥
出

雲
椎
茸
の
集
出
荷
施
設
の
建

設
に
よ
る
一
貫
生
産
体
制
、

奥
出
雲
仁
多
も
ち
加
工
場
の

竣
工
な
ど
農
業
基
盤
の
整
備
、

亀
嵩
温
泉
「
玉
峰
山
荘
」
、

鉄
の
彫
刻
美
術
館
な
ど
の
諸

事
業
も
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
一
方
、
横
田
高
校
男
子
ホ

ッ
ケ
ー
部
の
三
冠
達
成
や
、

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
選
抜
二

連
覇
、
ま
た
、
本
町
か
ら
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
出
場
な
ど
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
懐
か
し

い
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
、

つ
き
な
い
感
慨
を
覚
え
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
に
は
、
合
併

特
例
法
が
施
行
さ
れ
、
雲
南

九
町
村
は
、
合
併
し
て
一
つ

の
市
に
す
る
と
い
う
流
れ
の

中
で
、
雲
南
一
つ
で
の
合
併

で
は
、
木
次
・
三
刀
屋
町
が

中
心
と
な
り
、
仁
多
・
横
田

町
の
へ
き
地
は
衰
退
が
懸
念

さ
れ
、
病
院
に
つ
い
て
は
、

公
立
雲
南
総
合
病
院
が
核
と

な
り
、
仁
多
病
院
は
診
療
所

に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
旧
仁

多
町
の
み
は
、
単
独
町
政
も

止
む
を
得
な
い
と
、
合
併
協

議
か
ら
離
れ
ま
し
た
が
、
結
果
、

仁
多
、
横
田
両
町
で
合
併
が

で
き
、
全
国
で
も
例
の
な
い
、

三
月
七
日
合
併
調
印
、
三
月

三
十
一
日
奥
出
雲
町
の
発
足

と
い
う
、
合
併
受
付
期
日
に

一
日
の
余
裕
も
な
い
、
ぎ
り

ぎ
り
の
合
併
が
出
来
ま
し
た

こ
と
は
、
合
併
の
時
に
、
合

併
の
枠
組
み
を
決
め
る
町
長

の
職
に
あ
っ
た
者
と
し
て
、

最
善
の
選
択
が
で
き
、
無
上

の
よ
ろ
こ
び
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、

百
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る

世
界
同
時
不
況
の
真
っ
只
中

に
あ
り
、
め
ま
ぐ
る
し
く
進

展
す
る
現
代
社
会
の
中
に
あ

っ
て
、
地
域
経
済
に
直
結
し

た
事
業
や
、
緊
急
雇
用
対
策
、

ま
た
、
国
営
開
発
農
地
の
再

整
備
補
助
金
の
創
設
に
よ
る

整
備
、
福
祉
・
健
康
づ
く
り

の
諸
施
策
な
ど
、
本
町
が
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
新
し
い
町
長
を
中

心
に
、
町
議
会
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
の
協
働
の
も
と
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
ら
れ
、

活
力
あ
る
奥
出
雲
町
建
設
の

た
め
、
更
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
念
願
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

限
り
な
い
奥
出
雲
町
の
発
展
と
、

町
民
の
皆
様
、
職
員
の
皆
様

方
の
、
い
よ
い
よ
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
退
任
と

お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
長
い
間
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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